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活躍するかな政連

ちょっと拝見地区教組

　

第
七
〇
回
神
奈
川
県
教
職
員

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
陸
上
競
技
の

部
）
が
一
一
月
一
一
日
、
大
和

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技

場
（
な
で
し
こ
ス
タ
ジ
ア
ム
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
選
手
・

運
営
役
員
の
教
職
員
と
そ
の
家

族
な
ど
約
四
〇
〇
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
早
朝
に
通
り
雨

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

一
日
を
通
じ
て
絶
好
の
ス
ポ
ー

ツ
日
和
と
な
り
、
す
べ
て
の
競

技
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
選
手
の
み
な
さ

ん
は
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
家
族
連
れ
の
姿
も
あ

り
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
や

家
族
か
ら
は
応
援
の
声
や
歓
声

が
響
い
て
い
ま
し
た
。
新
し
く

な
っ
た
キ
ッ
ズ
種
目
や
親
子
参

加
種
目
に
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん

で
い
る
姿
が
、
た
い
へ
ん
印
象

的
な
一
日
で
し
た
。

　

大
会
で
は
、
六
つ
の
新
記
録

が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。（
男
子

一
種
四
〇
〇
ｍ
・
谷
修
一
選

手
（
川
崎
）
四
九
秒
九
四
、
男

子
一
種
一
五
〇
〇
ｍ
・
鈴
木

涼
太
選
手
（
川
崎
）
四
分
三

秒
六
八
、
男
子
一
種
走
高
跳
・

枝
裕
二
選
手
（
川
崎
）
二
ｍ

一
一
、
男
子
四
種
一
五
〇
〇

ｍ
・
加
瀬
良
一
選
手
（
湘
南
）

五
分
五
秒
三
一
、
女
子
二
種

一
五
〇
〇
ｍ
・
中
野
美
千
香

選
手
（
横
浜
）
五
分
三
〇
秒

七
一
、
男
女
ム
カ
デ
リ
レ
ー
・

中
地
区
五
七
秒
六
）

　

男
子
総
合
で
は
、
大
差
で
湘

南
が
優
勝
と
な
り
、
女
子
総
合

で
は
、
川
崎
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。
男
女
総
合
優
勝
は
湘
南

が
手
中
に
収
め
、
陸
上
競
技
の

部
で
は
前
回
大
会
か
ら
の
二
連

覇
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
教
職
員
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、
今
回
で
第
七
〇
回
と

い
う
節
目
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
地
元
の
キ
ッ
ズ
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
を
招
い
て

の
演
技
披
露
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
近
年
増
え
て
い
る
家
族
連

れ
参
加
を
意
識
し
て
今
年
度
は

じ
め
て
行
わ
れ
た
と
り
く
み
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
、「
中
体
連
陸

上
専
門
部
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
＆
レ
ッ
ス
ン
」、

選
手
と
し
て
指
導
者
と
し
て
実

績
の
あ
る
中
体
連
専
門
部
の
役

員
ら
が
陸
上
と
し
て
早
く
走
れ

る
コ
ツ
な
ど
を
直
伝
さ
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に

実
施
さ
れ
た
新
種
目
「
キ
ッ
ズ

ト
ラ
イ
ア
ル
五
〇
」
で
は
、
自

分
が
走
っ
た
五
〇
メ
ー
ト
ル
の

記
録
証
を
手
に
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
大
喜
び
し
、
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

前
回
か
ら
加
わ
っ
た
フ
リ
ー

参
加
の
「
親
子
風
船
運
び
」
で

は
、
種
目
特
性
で
も
あ
る
和
や

か
な
雰
囲
気
が
参
加
家
族
と
と

も
に
会
場
全
体
を
つ
つ
み
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

団
体
競
技
で
は
、大
縄
跳
び
・

ム
カ
デ
リ
レ
ー
と
も
、
例
年
に

も
負
け
な
い
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
競
い
あ
う
白
熱
し
た
レ
ー
ス

展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
多
く
の
選
手
や

家
族
、
応
援
参
加
の
職
場
の
仲

第70回神奈川県教職員スポーツ大会
【陸上競技の部】開催

間
た
ち
、
神
奈
川
県
公
立
小
中

学
校
管
理
職
組
合
、
神
奈
川
県

公
立
小
学
校
校
長
会
、
公
立
学

校
共
済
組
合
、
そ
し
て
大
会
運

営
を
行
っ
た
中
体
連
陸
上
専
門

部
、
各
地
区
の
運
営
委
員
・
競

技
役
員
の
方
々
の
お
か
げ
で
、

熱
く
燃
え
、
盛
り
上
が
っ
た
今

大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
開
催
地
区
の
湘

北
を
は
じ
め
、
地
区
実
行
委
員

と
し
て
事
務
局
を
つ
と
め
た
地

区
教
組
の
準
備
段
階
か
ら
の
尽

力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
教
職
員
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
や

厚
生
活
動
の
意
義
・
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
・
運

営
委
員
会
等
を
通
し
て
協
議
を

深
め
、
内
容
が
充
実
し
参
加
し

や
す
く
楽
し
め
る
大
会
と
な
る

よ
う
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

　

次
年
度
（
二
〇
一
八
年
度
）

は
、
球
技
の
部
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
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第70回神奈川県教職員スポーツ大会　入賞者記録および総合順位（2017年度）
種目 1　　位 2　　位 3　　位 4　　位 5　　位 6　　位 7　　位 8　　位 大会新記録

男女総合順位 湘　南 631点 横　浜 584点 川　崎 537点 湘　北 187点 中 186点 西　湘 168点 三　浦 109点
男子総合順位 湘　南 410点 横　浜 371点 川　崎 284点 湘　北 143点 西　湘 125点 中 109点 三　浦 75点
女子総合順位 川　崎 202点 横　浜 165点 湘　南 164点 中 37点 西　湘 23点 三　浦 14点 湘　北 11点

男
子
一
種

100m 太田　孝之（浜）0′11″75 古屋雄治郎（南）0′12″10 藤井　佑亮（三）0′12″23 大口　将史（浜）0′12″30 山本慎太郎（川）0′12″48 福江　直拓（南）0′12″50 院田　健司（川）0′12″54 合田　貴耶（南）0′12″55
400m 谷　　修一（川）0′49″94 野上　政彦（中）0′53″79 太田　孝之（浜）0′53″90 望月　拓巳（浜）0′55″00 池田龍之介（川）0′56″78 藤井　佑亮（三）0′56″82 福江　直拓（南）0′57″94 高橋　朋也（北）0′58″93 谷　　修一（川）0′49″94
1500m 鈴木　涼太（川）4′03″68 吉野　健夫（南）4′31″29 志村　裕太（西）4′31″99 丸山　俊紀（北）4′32″51 野上　政彦（中）4′33″39 小池　達也（川）4′36″86 河野　太助（中）4′48″46 小西　範明（三）4′54″12 鈴木　涼太（川）4′03″68
走幅跳 久保田祐司（南） 6m06 神戸　正博（南） 5m53 合田　貴那（南） 5m53 飯澤　　光（浜） 5m35 加藤　裕也（浜） 5m21 田中　大貴（三） 4m98 星野　永朔（西） 4m76 高橋　朋也（北） 4m75
走高跳 枝　　裕二（川） 2m11 新堀　　泰（川） 1m95 古屋雄治郎（南） 1m65 太田　孝之（浜） 1m65 小川　大地（西） 1m60 古屋　徹郎（南） 1m55 枝 　 裕二（川） 2m11
三段跳 鳥越　陽介（北） 14m26 枝  　裕二（川） 13m39 新堀　　泰（川） 12m10 鈴木　孝明（川） 10m61 三浦　史聖（川） 10m16 吉田　峻平（南） 10m12 大野　洋平（川） 9m95 古田　　実（浜） 9m30
砲丸投 新堀　　玄（浜） 13m66 吉田　　貴（浜） 10m76 窪田　和久（川） 10m49 星野　永朔（西） 10m28 明石　悠吾（北） 9m55 徳永　涼騎（川） 9m30 山﨑　　智（南） 9m20 篠田　　晃（川） 8m70

男
子
二
種

100m 前田　　悠（南）0′12″15 吉岡　遼平（南）0′12″53 吉田　　啓（川）0′12″63 樋口　憲一（西）0′12″67 方尺　宏之（浜）0′12″79 高野　俊明（南）0′12″84 和田　裕司（北）0′12″92 石井　俊一（川）0′13″00
400m 寺内　浩司（西）1′03″38 井上　慶志（浜）1′04″07 橋本　勇気（川）1′07″74 鈴木　慎平（北）1′08″20 新　　龍佑（浜）1′13″12 渡部　和正（川）1′14″42 篠原　　毅（浜）1′17″70
1500m 片山　　圭（中）4′29″35 滋賀　智樹（西）4′37″45 依田　康孝（浜）4′39″76 水落　勝彦（三）4′51″99 井上　慶志（浜）4′55″03 葛西　威志（南）5′10″96 齊藤　亮介（西）5′12″34 櫻井健一郎（中）5′13″26
走幅跳 吉岡　遼平（南） 5m67 長﨑　達範（南） 5m37 大谷　崇夫（浜） 5m26 山下　　淳（浜） 5m14 佐藤　允彦（南） 5m01 伊東　良祐（南） 4m76 橋本　勇気（川） 4m72 鈴木　慎平（北） 4m36
走高跳 鳥越　陽介（北） 1m75 甲斐　政人（浜） 1m70
砲丸投 津村　公栄（南） 10m59 中山　康平（浜） 9m75 小澤　寬治（中） 9m63 伊東　良祐（南） 8m12 森　　徹司（浜） 8m04 廣瀬　達也（南） 8m03

男
子
三
種

100m 浅野　益男（北）0′12″21 長谷川明洋（南）0′12″48 寺内　浩司（西）0′13″29
1500m 藤本　伸一（南）5′15″76 坂利　誠司（浜）5′22″16 津藤　信吾（川）5′26″92 桂山　賢二（中）5′42″64 髙橋　隆之（西）5′57″73
走幅跳 石田松五郎（川） 5m54 岩岡　秀之（浜） 5m20 先﨑　　究（浜） 5m19 井上　泰希（南） 3m85
砲丸投 小原　大祐（中） 13m68 浅野　益男（北） 11m55 外山　研一（川） 11m52 田島　　聡（浜） 10m23 佐藤　大輔（南） 7m56 渡邉　幹夫（南） 4m82

男
子
四
種

60m 岩岡　秀之（浜）0′08″52 油井　雅彦（浜）0′08″80 小林　　篤（浜）0′09″26 加瀬　良一（南）0′09″74 松下　希一（浜）0′09″92
1500m 加瀬　良一（南）5′05″31 高田　義仁（西）5′10″79 前尾　和彦（北）5′37″67 山口　勝之（浜）5′50″44 小林　秀夫（南）6′09″87 三宅　　昭（西）6′19″08 古川　貴也（南）6′43″76 加瀬　良一（南）5′05″31
砲丸投 山口　　勝（中） 11m93 大高　幸二（中） 11m31 村主　和久（川） 11m12 小林　秀夫（南） 7m96

女
子
一
種

60m 牧田　采子（南）0′09″88 飯田　実歩（川）0′09″91 村岡愛李菜（川）0′09″93 遠藤　都子（川）0′10″12 油谷　　怜（南）0′10″35 伊藤　綺香（浜）0′10″36 古本早智子（西）0′10″39 飯田　沙織（西）0′10″44
100m 足立　花子（川）0′14″03 松山　晴香（浜）0′14″17 佐藤由紀子（浜）0′14″24 黒岩　　唯（川）0′14″31 松村　萌美（川）0′14″53 西川亜希乃（浜）0′14″90 小松　由貴（川）0′16″02 関川　清詩（南）0′16″15
1500m 小林　千紘（北）5′55″53 宮口　望美（浜）6′00″07 清水なつみ（川）6′24″19 小川友梨恵（南）7′56″76
走幅跳 黒岩　　唯（川） 5m02 松山　晴香（浜） 4m91 足立　花子（川） 4m48 西川亜希乃（浜） 4m47 小山奈緒子（南） 4m43 玉野　友紀（川） 4m33 舘　あかね（南） 4m16 関川　清詩（南） 4m04
砲丸投 清水　美里（浜） 9m95 玉村　優奈（川） 9m63 黒川明日香（川） 8m46 石川　眞衣（川） 7m68 小山奈緒子（南） 6m63 牧田　采子（南） 6m42 佐藤　祥子（南） 6m25 古本早智子（西） 5m79

女
子
二
種

60m 八本理恵子（川）0′08″67 横山　容子（川）0′09″04 古山　文恵（三）0′09″13 木下　恵子（浜）0′09″36 中野美千香（浜）0′09″81 伊東　良子（南）0′09″95 宇野　晴子（南）0′10″77 木村　貴子（浜）0′10″90
1500m 中野美千香（浜）5′30″71 大谷　歩美（川）6′08″15 高橋　里奈（南）7′07″93 中野美千香（浜）5′30″71
走幅跳 八本理恵子（川） 4m25 藤枝　春美（川） 4m08 木村　貴子（浜） 2m98
砲丸投 熊澤　美紀（中） 9m60 伊東　良子（南） 8m88 岸　あゆみ（中） 8m40 植田　留理（南） 7m25 宇野　晴子（南） 6m58 茂　　祥子（南） 5m82

男子400mR 川崎Ａ 0′46″42 横浜Ｂ 0′49″11 湘南Ａ 0′49″39 横浜Ａ 0′49″97 川崎Ｂ 0′50″29 横浜Ｃ 0′50″45 湘南Ｂ 0′50″67 三　浦 0′51″43
女子400mR 横浜Ａ 1′00″60 川崎Ａ 1′02″34 川崎Ｂ 1′03″38 湘　南 1′04″74 横浜Ｂ 1′05″09 三　浦 1′07″95
混合800mR 川崎Ａ 1′46″10 湘　北 1′51″33 横　浜 1′56″95 湘南Ａ 2′00″25 湘南Ｂ 2′04″32 川崎Ｂ 2′07″12 中 2′07″91
大縄跳び 横　浜 97回 湘　南 81回 三　浦 73回 湘　北 72回 川　崎 51回 中 46回 西　湘 26回
ムカデR 中 0′57″60 川　崎 1′20″80 湘　南 1′30″30 西　湘 1′42″60 横　浜 2′22″50 湘　北 3′00″00 中 0′57″60

主催：（一財）神奈川県教育会館 （一財）神奈川県教育福祉振興会 

２月５日までに、住所・氏名・電話番号・参加人数 

（大人子ども別）・希望時間（１時・３時・どちらで 

も可）を記入し下記へＦＡＸでお申込みください。 

当選者には 2 月１０日頃「座席引換券」をご自宅へ 

郵送いたします。尚、落選の連絡はいたしません。 

申込み・問合せは、神奈川県教育会館へ

申込み FAX ０４５－２５１－３１８１

問合せ TEL ０４５－２４１－３５３６

♪ 日  時 ２０１８年２月２５日（日）

♪ 会  場 神奈川県立音楽堂（西区紅葉ヶ丘）

♪ 募集人数 各回親子１０００名（子どもの年齢は問いません、乳幼児可）

♪ 参 加 費 無 料 （申込者多数の場合は抽選）

午後１時と午後３時の２回 ＊入替制

＊このコンサートはどなたでもご参加いただけます。

♪ 申込方法

音楽の楽しさや、オーケストラの素晴らしさを 

親子・家族で体験していただくことを目的としています。 

アンダーソン/春が来た、Ｌ.モーツァルト/おもちゃの交響曲第１楽章 他 

みんなで歌おうコーナーでは「となりのトトロ～さんぽ～」を予定してい

ます。楽器紹介・指揮者体験コーナーも予定しています。お楽しみに！ 

　2014年からスタートした神教組憲法学習会は、今回で 9回目を迎えます。今回は、講師に国会の
憲法審査会（改憲に関わる国民投票の問題点について）にも参考人として出席された、愛敬浩二さ
ん（名古屋大学教授）をお迎えして、「改憲問題と憲法 9条～自衛隊条項、緊急事態条項とは何か～（仮
題）」と題して、ご講演いただきます。お申し込み等については、地区教組へお問い合わせください。

期日：2018年 1 月26日（金）　18：00～20：00（開場17：40）
場所：横浜市開港記念会館講堂（横浜市中区本町 1－ 6）
講師：愛敬 浩二さん（名古屋大学 教授）

（プロフィール）
　専門は憲法学・憲法思想史・比較憲法学。2014年には参考人として参議
院憲法審査会（国民投票の問題点に関する参考人質疑）に出席。
　著作に、『改憲問題』（ちくま新書、2006年）など。

神教組第9回憲法学習会

愛敬 浩二さん
（名古屋大学 教授）

☆第 4回障害のある教職員ネットワーク全国集会を開催しました！

　11月11日～12日、「第 4 回障害のある教職員ネットワーク全
国集会」を戸山サンライズで開催し、約20人の方が参加しました。
　開会行事後の講演会では、講師に中村雅也さん（立命館大
学大学院）をお招きし、「障害のある教職員に関わる政策の歴
史と現状」と題した講演をいただきました。障害者雇用率に
は除外率制度があり、学校の教職員にはこの制度が適用され
ていることから、実際の雇用率より少ない人数が雇用されて
いるなど、現状の課題をあらためて認識することができ、今
後のとりくみにいかせる内容でした。
　※中村さんの論文はHPに掲載中です。http://www.arsvi.com/w/nm13.htm
　運営委員の三戸さんより、「秋田県の障害のある教職員ネットワーク」でのとりくみを紹介しま
した。県教組の役員とともに、合理的配慮のあり方について、交渉をしてきた経過などの報告が
ありました。また活動の情宣などを継続的に行っていくことで、登録者の拡大につなげていきた
いと意気込みを語りました。
　 2 日目、 2 つのグループにわかれて分散会を行いました。職場での様子や困っていること、合
理的配慮のことなど情報交換をしました。これからも日教組は障教ネットの輪を広げ、活動を充
実させていきます。障害のある教職員が働きやすい職場は誰にとっても働きやすい職場となり、
すべての子どもたちが生活しやすい学校となります。これからもともにとりくんでいきましょう。

《障教ネットに登録しませんか？》
　「障教ネット」とは、「障害のある教職員ネットワーク」の略称で、障害のある教職員の雇用拡大、
当事者の意向を尊重した合理的配慮の実現にむけて活動しています。
　2014年 3 月に結成され、2017年 8 月現在、26単組78人が登録しています。
（ 1）目　的
　・ 障害のある教職員のニーズを把握し、労働条件に関する情報や課題等を共有する。
　・ 障害のある教職員の雇用拡大、合理的配慮措置の推進をはかり、障害のある教職員が働きや

すい職場環境を整備する。
　・ 障害のある教職員を組織化し、インクルーシブな職場づくりをめざす。　
（ 2）対　象
　・障害者手帳を取得している教職員
　・ 障害者手帳を取得していないが、難病等機能障害があり、日常生活に相当の制限を受ける状

態にある教職員
　※ 日教組（＝神教組）の組合員である教職員であることを原則とする。（ただし、障教ネット登

録と同時に組合に加入する場合は参加できます）

　☆ お申し込みや詳細については、地区教組へお問い合わせください。

日教組 障教ネット通信
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指
定
都
市
へ
の

�

権
限
移
譲
を
活
か
す
！

　
日
ご
ろ
よ
り
、
学
校
現
場
で

の
熱
心
な
お
と
り
く
み
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。そ
し
て
、

日
ご
ろ
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
教
職
員
の
給
与

負
担
等
の
権
限
が
神
奈
川
県
か

ら
指
定
都
市
に
移
譲
さ
れ
、
任

命
権
は
指
定
都
市
が
、
給
与
負

担
・
教
職
員
定
数
・
学
級
編
成

基
準
な
ど
に
係
る
権
限
は
県
が

有
し
て
い
る
と
い
う〝
ね
じ
れ
〟

状
態
が
解
消
し
、
指
定
都
市
が

主
体
的
に
学
校
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
教
育
を
推
進
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど

複
雑
・
多
様
化
す
る
課
題
へ
の

対
応
や
、
日
本
語
指
導
の
必
要

な
児
童
生
徒
へ
の
支
援
、
児
童

生
徒
の
発
達
に
適
し
た
学
習
環

境
の
充
実
の
た
め
な
ど
に
教
職

員
配
置
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

決
し
て
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
こ
の
効
果
を
検
証
し
今
後

の
教
職
員
の
配
置
拡
大
を
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
に
は
来
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
小
学
校
道
徳
の

「
教
科
書
」
採
択
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
決
算
特
別
委
員

会
総
合
審
査
の
中
で
、
教
科
書

採
択
に
教
職
員
が
も
っ
と
関
心

を
持
て
る
環
境
整
備
と
情
報
公

開
の
必
要
性
、
近
隣
市
が
開
か

れ
た
教
科
書
採
択
を
め
ざ
し
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
っ
て
き
た

よ
う
に
市
民
に
開
か
れ
た
採
択

環
境
の
整
備
を
訴
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
地
元
で
は
、
大
正
か

ら
昭
和
の
は
じ
め
に
こ
の
地
で

活
躍
し
た「
市
川
花
十
郎
一
座
」

の
功
績
を
受
け
継
ご
う
と
、「
い

ず
み
歌
舞
伎
」
が
二
二
回
目
の

公
演
を
行
い
ま
し
た
。
私
も
演

者
の
一
人
と
し
て
春
か
ら
の
練

習
の
成
果
を
披
露
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
か
な
政
連
議
員
団

の
一
員
と
し
て
、
学
校
現
場
の

み
な
さ
ま
と
し
っ
か
り
と
連
携

を
し
な
が
ら
、
議
会
で
地
元
で

の
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

　
神
教
組
に
結
集
す
る
仲
間
の
み

な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
横
浜
市

南
区
選
出
の
き
し
べ
都
で
す
。
日

頃
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
年
は
三
度
目
の
文
教
常
任
委

員
会
に
所
属
し
、
委
員
長
の
大
役

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
社

会
問
題
対
策
特
別
委
員
会
、
生
涯

学
習
審
議
会
の
委
員
を
務
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
神
奈
川
の
高
校
に
お
け

る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
元
年

で
す
。
茅
ケ
崎
・
厚
木
西
・
足
柄

三
校
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
に
指
定
さ

れ
、
連
携
中
学
校
と
の
連
携
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
連
携
募
集
に
よ
る
入

学
者
選
抜
が
行
わ
れ
、
三
校
合

わ
せ
て
三
一
名
が
入
学
、
高
校

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。
先
日
、
文
教
常
任
委
員
会
で

茅
ヶ
崎
高
校
を
視
察
し
、
テ
ィ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
学
習
や

リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
の
活
用
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
視
覚
的
支

援
、
個
別
教
育
計
画
や
学
校
設
定

教
科
・
科
目
な
ど
の
教
育
課
程
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
工
夫
な
ど
調
査

し
ま
し
た
。
授
業
外
で
も
、
部
活

動
、
校
内
で
の
講
演
会
や
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

ア
プ
ロ
ー
チ
も
工
夫
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
部
活
動
や
夏
休
み
の
自
主

活
動
に
も
積
極
的
な
参
加
が
あ
る

そ
う
で
す
。
高
校
で
の
と
り
く
み

は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
が
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
、
学
び

を
支
援
す
る
こ
と
に
か
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
平
塚
に
開
設
さ
れ
た
県

内
初
の
児
童
生
活
自
立
セ
ン
タ
ー

は
、
中
里
学
園
・
ひ
ば
り
ヶ
丘
学

園
の
機
能
を
統
合
強
化
、乳
児
院
、

障
害
児
入
所
施
設
、
児
童
心
理
施

設
か
ら
な
り
、
乳
幼
児
期
、
学
齢

期
か
ら
成
人
期
の
心
理
・
医
療
等

の
専
門
的
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
児
童
心
理
施
設
に

は
分
校
の
か
た
ち
で
教
育
施
設
が

併
設
さ
れ
、
開
所
か
ら
半
年
、
地

域
の
理
解
と
協
力
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
も
す
す
み
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
虐
待
の
増
加
な
ど
社

会
状
況
を
受
け
、
当
初
予
定
よ
り

多
い
入
所
希
望
で
す
。
多
様
な
学

び
の
工
夫
、
学
校
全
体
の
と
り
く

み
で
共
生
社
会
実
現
の
と
り
く
み

を
見
え
る
形
で
示
し
て
い
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
と
り
く
ん
で
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
現
場
で
奮
闘
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
と
し
っ
か
り
連

携
し
て
議
会
の
場
で
と
り
く
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

活 躍 す る か な 政 連

生
ま
れ
て
く
る
子
は

�

み
な
平
等

　
六
月
定
例
会
最
終
日
、
私

は
議
会
議
案
「
婚
外
子
差
別

撤
廃
の
た
め
戸
籍
法
改
正
を

求
め
る
意
見
書
」
を
提
案
し

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
生
ま
れ
て
く
る
子

に
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
こ

と
で
す
が
、
嫡
出
子
（
＝
法

律
上
、
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

の
間
に
生
ま
れ
た
子
）
か
そ

う
で
な
い
子
か
で
、
言
わ
れ

な
い
差
別
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
の（
大
人
も
含
み
ま
す
）

人
権
を
守
る
た
め
で
、
国
に

そ
の
是
正
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　「
平
等
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
学
校
で
も
「
平

等
」
を
学
び
ま
す
が
、
果
た

し
て
こ
の
世
の
す
べ
て
の
人

が
「
平
等
」
な
の
で
し
ょ
う

か
。
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
、

性
別
、
髪
の
色
、
目
の
色
等

い
ろ
い
ろ
と
違
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
皆
同
じ
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
が
よ

く
使
う
「
平
等
」
と
は
何
で

し
ょ
う
か
と
い
う
疑
問
を

持
つ
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
憲
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
「
平
等
」
と
は
、
法
制
上

の
こ
と
で
、
社
会
的
環
境
上

の
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

法
制
上
の
「
平
等
」
が
大
切

な
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の

法
制
上
の
こ
と
で
差
別
を
受

け
て
い
る
婚
外
子
と
さ
れ
る

人
々
に
つ
い
て
の
意
見
書
を

提
出
し
た
の
で
し
た
。

　
一
市
会
議
員
が
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
有
り
ま
す

が
、
自
分
の
思
う
こ
と
を
コ

ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
る
こ
と

も
非
常
に
大
事
だ
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

や
市
民
の
目
線
か
ら
活
動
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
吉
川
和
夫
議
員
は
、

一
二
月
七
日
に
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
生
前
の

ご
活
動
に
感
謝
し
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
、「
運
慶
仏
の

国
宝
化
」
に
む
け
た
と
り
く
み

～
横
須
賀
市
芦
名
・
浄
楽
寺
の

�

五
体
の
運
慶
仏
～

　
東
京
国
立
博
物
館
で「
運
慶
展
」

が
、
九
月
二
六
日
～
一
一
月
二
六

日
ま
で
開
催
さ
れ
、
連
日
一
万

人
を
超
え
る
来
場
者
で
あ
ふ
れ
か

え
っ
た
。

　
運
慶
作
の
本
物
と
確
認
さ
れ
た

仏
像
は
、
全
国
で
三
一
体
し
か

な
い
そ
う
だ
が
、
そ
の
う
ち
五
体

が
横
須
賀
市
芦
名
の
浄
楽
寺
に
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、鎌
倉
時
代
初
頭
、

侍
所
の
別
当
・
和
田
義
盛
が
運
慶

に
つ
く
ら
せ
た
も
の
だ
。
運
慶
仏

は
県
内
に
は
、
浄
楽
寺
以
外
に
は

金
沢
文
庫
の
称
名
寺
に
一
体
が
あ

る
の
み
だ
。「
運
慶
展
」
を
企
画

し
た
浅
見
さ
ん
（
東
京
国
立
博
物

館
）
は
、「
浄
楽
寺
の
阿
弥
陀
三

尊
が
全
体
の
本
尊
と
し
て
の
位
置

づ
け
」「
こ
の
仏
像
は
、
国
宝
で

あ
る
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
世
界

に
誇
る
宝
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
浄
楽
寺
は
私
の
生
ま
れ

育
っ
た
ま
ち
横
須
賀
市
大
楠
に
あ

る
。
現
在
、
運
慶
仏
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
の
観
光
協
会
と
一
緒
に
、「
国

宝
化
」
に
む
け
た
と
り
く
み
を

す
す
め
て
い
る
。
今
年
に
入
っ

て
、
大
楠
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

大
楠
観
光
協
会
が
講
演
会
や
見
学

会
を
開
催
し
、
地
域
運
営
協
議
会

も
今
年
の
と
り
く
み
事
業
と
し
て

動
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
見

学
会
開
催
時
に
は
、
運
慶
饅
頭
を

つ
く
り
販
売
も
は
じ
め
た
。
現
在

庫
裏
の
改
修
の
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ

ン
テ
ィ
ン
グ
も
始
ま
っ
た
。
来
年

は
運
慶
仏
の
「
お
帰
り
展
」
を
三

月
上
旬
に
開
催
し
、
教
職
員
に
む

け
た
見
学
会
も
企
画
予
定
し
て
い

る
。
地
域
の
中
で
個
別
の
活
動
が

一
つ
に
つ
な
が
る
中
で
、
気
運
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
と
り
く
み
を
通
じ
て
、「
人

と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
」
が
議
員
に

求
め
ら
れ
る
役
割
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
つ
つ
、
地
域
の
文
化
振
興
と

横
須
賀
の
観
光
の
推
進
を
す
す
め

る
意
味
を
感
じ
て
い
る
。

神
奈
川
県
議
会
議
員
（
横
浜
市
南
区
）

き 

し 

べ　
　

都

横
須
賀
市
議
会
議
員

長 

谷 

川　
　

昇

横
浜
市
会
議
員
（
泉
区
）ふ

も
と　

理　

恵

茅
ヶ
崎
市
議
会
議
員

吉　

川　

和　

夫

組織出身議員の活動報告

教職員共済の各種共済にご加入いただいている方で、『建物への被害』や、

『ご入院』などがあった場合は、右記のフリーダイヤルまでご連絡ください。
★受付時間 ： 平日午前９時 ～ 午後５時３０分
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組
織
拡
大
強
化
に
む
け
た�

�「
新
採
用
早
期
加
入
」の
と
り
く
み

　

湘
北
教
協
は
組
織
の
拡
大
強
化
を
最
重
要

課
題
と
す
る
中
、
組
合
活
動
の
意
義
や
理
念

を
若
い
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
新

採
用
教
職
員
の
早
期
加
入
に
む
け
た
と
り
く

み
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。

○
沖
縄
平
和
研
修
ツ
ア
ー

　

六
月
三
日
～
四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

二
〇
一
七
年
度
新
採
用
早
期
加
入
組
合
員
を

対
象
に
「
沖
縄
平
和
研
修
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に
は
二
五
人
が
参
加
し
、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
資
料
館
、
健
児
の
塔
や
沖
縄

県
平
和
祈
念
資
料
館
等
を
見
学
し
、
歴
史
認

識
を
深
め
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
嘉
数
高
台
か
ら
は
普
天
間
基
地
に
駐

機
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
を
展
望
し
ま
し
た
。
同

基
地
は
住
宅
地
の
中
央
に
位
置
す
る
た
め
、

住
民
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
騒
音
被
害
、

墜
落
事
故
へ
の
不
安
等
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
沖
縄
の
基

地
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
二
度
と
同
じ
過
ち

を
く
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
今
回
、
見
て

感
じ
た
も
の
を
教
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
」「
自
分
の
生
徒
が
戦
争

と
い
う
悲
劇
に
ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」「
自
分
は
子
ど
も

た
ち
に
語
り
継

い
で
い
く
責
任

が
あ
る
こ
と
を

つ
き
つ
け
ら
れ

た
」
等
、
教
職

員
と
い
う
立
場

か
ら
平
和
の
尊

さ
を
再
確
認
す

る
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

○
教
員
採
用
試
験
対
策
講
座

　

六
月
二
四
日
、
臨
時
的
任
用
職
員
・
常

勤
代
替
職
員
・
非
常
勤
職
員
を
対
象
に

「
二
〇
一
七
年
度
教
員
採
用
試
験
対
策
講

座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
七
九
人
が

参
加
し
、
昨
年
度
に
本
対
策
講
座
を
受
講
し

合
格
し
た
組
合
員
の
体
験
談
の
後
、
小
グ

ル
ー
プ
で
面
接
練
習
と
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
に
な
い
価
値
観

や
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

「
今
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
見
通
す
こ
と
が

で
き
た
。
グ
ル
ー
プ
で
の
面
接
練
習
で
は
、

質
問
の
意
図
や
答
え
方
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と

な
っ
た
」「
本
番
に
近
い
緊
張
感
を
得
ら
れ

た
。
他
の
方
が
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
自

分
だ
け
で
は
考
え
な
い
よ
う
な
意
見
が
聞
け

た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

講
座
の
最
後
に
臨
時
的
任
用
職
員
・
常
勤
代

替
職
員
・

非
常
勤
職

員
の
権
利

に
つ
い
て

の
説
明
を

行
い
、
組

合
の
意
義

を
理
解
す

る
機
会
と

な
り
ま
し

た
。

○
教
育
課
題
自
主
講
座

　

若
手
教
職
員
の
教
育
実
践
交
流
の
場
、
ま

た
親
睦
を
は
か
る
場
と
し
て
各
地
区
・
ブ
ロ
ッ

ク
で
教
育
課
題
自
主
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

一
〇
月
六
日
に
、
大
和
市
立
鶴
間
中
学
校

で
大
和
ブ
ロ
ッ
ク
第
一
回
教
育
課
題
自
主
講

座
（
が
ん
ば
れ
若
造
の
会
）
を
開
催
し
、
若

手
教
職
員
を
中
心
に
五
五
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
小
川
清
さ
ん（
元
中
学
校
音
楽
科
教
諭
）

を
講
師
に
招
き
、「
み
ん
な
で
歌
お
う
！
合

唱
・
音
楽
指
導
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
合
唱

指
導
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
合
唱
指
導
は
、

日
頃
の
音
楽
の
授
業
を
担
当
す
る
小
学
校
教

員
は
も
ち
ろ
ん
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
ク
ラ

ス
指
導
を
担
う
中
学
校
教
員
に
と
っ
て
も
共

通
の
課
題
で
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
の
ク
ラ
ス
指
導
で
悩
ん
で
い
た

の
で
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
」「
合
唱
指

導
を
受
け
る
側
の
子
ど
も
た
ち
の
視
点
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

今
後
、
相

模
原
、
厚

愛
地
区
に

お
い
て
も

自
主
講
座

を
順
次
開

催
し
て
い

く
予
定
で

す
。

○
新
採
用
歓
迎
集
会

　

若
手
組
合
員
が
中
心
の
実
行
委
員
会
が
企

画
・
運
営
を
行
い
、
若
年
層
の
教
職
員
を
対

象
に
歓
迎
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
四
月
二
六

日
に
大
和
ブ
ロ
ッ
ク
で
五
三
人
、
七
月
二
六

日
に
厚
愛
地
区
で
七
三
人
、
八
月
二
三
日
に

相
模
原
で
七
〇
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
集
会
で
は
、
労
金
や
組
合
活
動
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
、
さ
ら
に
、
大
和
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
や
担
当
学
年
ご
と
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
を
し
た
り
、
授
業
で

使
え
る
ア
イ
デ
ア
の
情
報
交
換
を
し
ま
し

た
。
厚
愛
地
区
で
は
、グ
ル
ー
プ
対
抗
の
ゲ
ー

ム
を
と
お
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
相
模

原
で
は
、
座
談
会
を
と
お
し
て
、
日
頃
の
悩

み
や
思
い
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
若

手
組
合
員

が
組
合
活

動
を
企
画

運
営
す
る

こ
と
で
、

組
合
に
対

す
る
意
識

を
高
め
る

と
と
も

に
、
仲
間

の
輪
を
広

げ
て
い
ま

す
。

保
護
者
、
地
域
と
の�

�

社
会
的
対
話
へ
の
と
り
く
み

　

西
教
組
で
は
教
職
員
の
社
会
的
対
話

の
重
要
性
と
、
保
護
者
・
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
執
行
部
、
各
分
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
方
々
と
の
対
話
の
機
会
を
つ
く

り
、
子
ど
も
を
と
り
ま
く
諸
課
題
に
つ

い
て
、
共
有
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

◯
教
育
懇
談
会
の
開
催

　

西
教
組
で
は
、
中
学
校
区
を
一
つ
の

単
位
と
し
て
、
教
育
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
四
月
に
担
当
者
会
議
を
開

き
、
中
学
校
区
ご
と
に
昨
年
度
ま
で
の

流
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
年
度
の

教
育
懇
談
会
の
計
画
を
立
て
ま
す
。
職

場
の
多
忙
化
が
す
す
む
中
、
分
会
や
中

学
校
区
の
教
職
員
に
よ
る
独
自
開
催
が

難
し
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
懇
談
会
を
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
青
年
会
等
と
共
催
す
る

等
の
工
夫
を
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
、

地
域
の
方
々
と
の
対
話
の
機
会
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

　

一
二
月
一
日
現
在
、
西
湘
地
区
の
三

分
の
二
に
あ
た
る
一
四
中
学
校
区
か
ら

教
育
懇
談
会
の
開
催
と
そ
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
が
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
冬
休
み
前
に
か
け
て

行
う
中
学
校
区
も
あ
り
ま
す
。
内
容
は
、

「
身
の
回
り
の
ハ
ザ
ー
ド
（
危
険
源
）・

い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
」

や
「
子
ど
も
と
地
域
と
の
関
わ
り
」
な

ど
子
ど
も
を
と
り
ま
く
課
題
や
「
日
々

の
ス
ト
レ
ス
と
の
向
き
合
い
方
」
な
ど

教
職
員
や
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て
考

え
ら
れ
る
問
題
な
ど
工
夫
し
て
と
り
く

ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
テ
ー
マ
を
決
め

る
の
は
大
変
だ
が
、
保
護
者
や
地
域
の

人
た
ち
と
問
題
を
共
有
で
き
た
」
等
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◯
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
研
修
会
の
と
り
く
み

　

西
教
組
執
行
部
で
は
、
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

協
議
会
と
学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
旧
教
育
事
務
所
ご
と
に
分

か
れ
て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
ブ
ロ
ッ

ク
が
再
編
さ
れ
、
一
つ
に
な
っ
て
か
ら

初
め
て
の
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
八
日
に
「
県
西
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
」
と
し
て
、
西
教
組
執
行
部
か

ら
一
一
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
県
西
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
二
三
人
の
他
、
学
校
の
管

理
職
や
県
西
教
育
事
務
所
か
ら
も
数
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

六
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、①「
Ｐ

Ｔ
Ａ
へ
の
任
意
加
入
問
題
に
つ
い
て
」、

②
「
親
子
関
係
に
つ
い
て
（
自
分
と
親

と
の
関
係
を
振
り
返
っ
て
）」
の
二
つ

の
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
ど
の

グ
ル
ー
プ
で
も
①
の
内
容
に
つ
い
て
、

多
く
の
時
間
を
使
っ
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
任
意
加
入
で
あ
る
こ

と
が
「
だ
か
ら
入
ら
な
く
て
も
よ
い
」

と
い
う
論
調
で
世
間
に
広
ま
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
や
、
背
景
に
あ
る
共
働
き

世
帯
が
増
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
負
担
と

捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
現
状
に
つ
い
て
、

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
話
し
合
い
も
白
熱
し
、
終
了

時
刻
に
な
っ
て
も
話
し
合
い
が
終
わ
ら

な
い
く
ら
い
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
報
告

で
は
教
職
員
、
保
護
者
の
立
場
か
ら
こ

れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
果
た
し
て
い
く
役

割
と
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
第
二
部
の
懇
親
会
に
も
、

多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
、
教
職
員
と
保
護
者
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
同
じ
社
会
人
と
し

て
、
仕
事
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
等
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

ちょっと拝見 地区教組
湘
北
地
区
教
職
員
組
合
協
議
会

西
湘
地
区
教
職
員
組
合
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